
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 図書館カレンダー 》   ＝ 休館日です。 

★ 開館時間 ： 午前 9時 30分～午後 6時 ★ 
☆  2023年 6月 ☆            ☆ 7月 ☆ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土  

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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六月は楽しみながら充電 

 もう六月ですね。今年に入ってから何冊ぐらい本を読みましたか？「まだ気が入らないので、何冊も

読んでいないよ」という方も多いのではないでしょうか。 

読書というと秋をイメージしますからね。でも、「読書」と言う堅苦しいイメージを、軽く「本を読む」に

置き換えると、個人的には六月頃が本を読むのには最適かと思っています。 

六月は昼間の時間が長いわりに、「梅雨」ということで家にいることも多く、秋とちがって祝日がなく

行事も少ないので静かにのんびりと過ごせるからです。 

 本は読みたいがついスマホを見てしまうという人もいるかと思いますが、そこは気合でしっかり本を

つかんで下さい。 

 人それぞれ好きな本を手にとれば良いと思いますが、私のお薦めは「エッセイ」です。それも紀行や

旅にまつわるものです。 

 「旅エッセイ」って、街の風景や旅先での出会い、その土地の郷土食そして歴史と幅広い出来事を独

特の視点で語られて、共感したり再発見したりと心が揺り動かされるので、梅雨のもやもやを吹っ切

れるような気分になります。それと、軽い口調でユーモアを交えながら語られているので力を抜いて読

むことができるからです。そしてなにより旅行気分を味わうことで自分自身も遠出したくなります。 

 新年度がスタートして 2 ヶ月、何をしても気が乗らないこの時期ですが、自分なりの楽しみを見つけ、

しっかり充電して来たる夏を迎えたいですね。                                   ｂｙ 日曜日 

      

図書館だより
   

2023年 6月号 NO．403 

 北茨城市立図書館 

 茨城県北茨城市磯原町本町 2-5-16 

☆夏休み期間中は、休まず開館します。☆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 バスを降りたら 』  
児童書 913マ 眞島 めいり／著 PHP研究所 
久しぶりに「よし！頑張ろうかな」という気持ちになった。 

この本は、何の関わりもない男女 2人の視点で書かれているストーリーである。 

唯一の共通点といえば同じ中学校を受験したということ。受験の結果、合格した女の子 奈鶴（な

つる）と、不合格だった男の子 律（りつ）。2人は新しい中学校に通うバスの中で、お互いの姿を見

かけるようになる。 

  

【奈鶴】  自分とは違う中学校の制服を着ている律の姿を見て、意識し始める。 

      ある日、通学のバスの中で、自分にはどうしてもできなかった行動を 

      律がさりげなくした姿をみて、奈鶴は仲良くしたいというよりは、あの人 

      みたいになりたいと思うようになった。 

 【律】   自分が落ちた中学校の制服を着ている奈鶴の姿を、目障りだと思っていた。 

      でも、ある日バスの中で奈鶴のとった行動をみて、さすが！附属中学の人！ 

と思った。が、違う！彼女自身がすごいんだ。その思いが、彼の中に鮮やかに残った。 

 

バスの中でお互いの見た姿をきっかけに、バスを降りた 2人は一歩前にふみだす。 

さらに、ほかの登場人物は、マイペースでとても個性的だが、彼らとのやり取りも、読後、不思議と

すがすがしさ爽やかさを心に残してくれる。前向きな気持ちになれ、勇気をもらえる一冊である。 

                                    ｂｙ ラデュレ 

 

★ ＹＡＢＯＯＫご紹介 ★ 

 

 

～宮沢賢治 『風の又三郎』と『風野又三郎』～ 

“ どっどど どどうど どどうど どどう ” 

一度聴いたら忘れられない始まり方の物語です。 

（みなさん宮沢賢治は好きですか？独特な世界観作家なので好みが分かれる作家ですよね。） 

これは、風の音、9月に吹く強い風の日、山の小さな小学校の教室にぽつんと座っている髪の顔

も赤い不思議な子。そして物語はじまります。おなじみの『風の又三郎』は、高田三郎という北海

道からやってきた転校生が、子ども達と数日過ごしたあと、父親の仕事のつごうで別れのあいさつ

もせずに、また転校していってしまう、という物語です。 

一方、『風野又三郎』は、教室に赤い髪の男の子がいるところまでは同じですが、その子どもは先

生には見えません。この子は、風の精なのです。岩手山や、日本中、世界中を飛び回ったことを、

一郎たちに話すことが大半を占めています。この物語は、「風の又三郎」の下書き的なものと言われ

ています。途中原稿がないため、話が突然途切れてしまう部分があるのですが、私はこの物語が好

きなのです。風の子が話してくれる、気象の話や地理の話、内容は理系です。これを不思議な口調

で話す風の子のちょっと生意気なところがかわいいのです。見つからない原稿はどんな内容だった

のでしょうか。今となっては想像するしかありません。宮沢賢治の全集に収録されていますので興

味のある方はぜひお読みください。 

by ビクトリア 

図書館員のひとり言 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トム・ソーヤ通信 №393 

 

☀ 新着図書の中から、 

職員がお薦めの本を紹介

します ☀

◇「はな とりかえっこ」◇   

児童書 913カ 角野 栄子／さく  さとう あや／え 偕成社 

空が青く、お花がさいて、木の芽がぴかぴか ひかる、うつくしいきせつ。アラさんは このきせつになると、

くしゃみがでて、とまらなくなります。 

「こんな はな すてちゃおうかしら…」と思うほど、いらいらするアラさん。ある日、ブタさんがやってき

て、「わたしのはなと とりかえっこしません？」ともちかけられ、みじかいあいだだけ、とりかえっこする

ことに…。 

ひとりひとりの はなの とくいわざ（⁉）も描かれ、ユニークな作品です。 

                                       ｂｙ モモンガ 

 

◇「みつけて！どうぶつどこ？」◇ 

児童書 Eミツ ｓｈｉｍｉｚｕ（しみず）／作・絵  マイナビ出版 

あつあつのカレーライス、おいしそうだね。あれ？ どこかに、ねこがかくれているよ。おはなが いっ

ぱい、ちょうちょも ぱたぱた。あれ？ おはなのなかに、くまがかくれているよ。おさかなスイスイおよ

いでいる。あれ？ いぬがいるよ。 

いろんなところに、どうぶつがかくれています。どこにいるか、さがしてね。 

             ｂｙ みーやん 

           

◇「冷たい校舎の時は止まる 上・下」◇ 

一般書 B913.6Yツジ 辻村 深月／著 講談社 

12月の半ば、ある雪の日、いつも通りに登校した、8人の高校生。しかし、いくら待っても他に誰も

来ず、担任教師も見当たらない。帰ろうとするも、扉はなぜか開かず、携帯は圏外。時計は 17時 53分

で止まったまま。閉じ込められた！でもなぜ？誰に？ 

 無人の教室、突如として出現した校舎の 4階と 5 階。不可解なことが次々と起こり、凍りつく一同の

胸に、2か月前の学園祭の最中に死んだ同級生が去来する。が、顔と名前が思い出せない。どうしても。 

 孤独。ずっと、雪が降りやまない。ずっと、血が滲んでいる。 

 苦しんでいた。後悔していた。どうしていいかわからない。枯れるほど叫び続けている。もうずっと。 

 苦しみの果ての、長い道のりを、そらさずに、見届けたい。 

                                       ｂｙ ミカゲ 

 

◇「すいとうのひとやすみ」◇     

 児童書 913 ﾑ C 村上 しいこ／さく 長谷川 義史／え PHP研究所 

 ぼくの家でキャンプに出かけようとしたら、お父ちゃんが車のかぎがないと大さわぎに。台所のテーブル

にさがしに行くと、ぼくのすいとうに目と口がついて、「キャンプに行きたい。」と言い出した。さらに、手と

足と、頭にはカエルが生えて、ぼくのすいとうは走り出した。 

 キャンプ場につくと、ぼくとすいとうはおにごっこをして遊び、ザリガニ取りに小川に向かったが・・・。 

                                       ｂｙ ライム 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1階企画展示 

 

 

『 おはなし会 』 のお知らせ 

 ☂ 図書館おはなし会 ☂ 

６月７日（水） ・ １４日（水） ・ ２１日（水） 

午前１０時 ～ １０時３０分 
 

 🌂 エプロンひろ子さんのエプロンシアター 🌂 

６月１０日（土）  午前１０時３０分 ～ １1時 

 

☂ クーミンの英語のおはなし会 ☂ 

６月１８日（日）  午前１１時 ～ １１時３０分 

 

🌂 しゃぼん玉〇英語おはなし会 🌂 

６月２５日（日）  午前１１時 ～ １１時３０分 

 

 ☂ ぽっぽのおはなし会 ☂ 

６月２８日（水）  午前１０時 ～ １１時 

 
 

 

  

 

6 月企画展示紹介 

すべて参加自由・無料です。  

場所は１階絵本コーナーです。  

 

 

2階企画展示 

その１. 団体貸出 

 ご登録いただいた市内の学校または、市内の事業所等へ団体貸出を行っています。 

２ヶ月の貸出期間で 200冊まで借りることができます。 

ご利用お待ちしております。 

詳細につきましては、 

図書館までご相談ください。 

その 2. ブックトーク 

 図書館職員が小学校に出向き、授業内でブックトークを行います。（希望日の１ヶ月ぐらい前に

お申し込みください。） 

☆ブックトークとは？⇒1 つのテーマに沿った本をいくつか紹介し、読書に対する意欲や本への

興味を持つきっかけ作りをお手伝いすることです。 

その他にも 

職場体験や図書館内見学なども行っております。 

 

 


